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テリー・ライリーという
生き方

特集



　Life happens.（人生

起 ）―2020年 突然始

禍 、沢山 人 人

生 翻弄 。音楽家 ・

（1935年生） 、 人生

大 変 一人 。2020年春、

彼 84歳 。

　 ・ 、・ ・

（1935年生） ・

（1936年生） 並 、

・ 創始者

知 。初期 代表作〈In 

C〉 、水戸芸術館 2021年 公

演「1964 音風景」 ・

演奏 。 彼

『A Rainbow in Curved 

Air』（1967） 聴 、

録音／再生 活用 、反

復音型 持続音 多用

、 ・

・ 大

影響 与 。1970年

古典音楽 演奏家

・ ・ （1918～1996）

20年以上 （

古典音楽 用 旋律法）

学 、 師 流

流派 継承者

顔 持 。

　2020年、 、9月 参加予

定 「 島銀河芸術祭」

向 視察 2月 佐渡島 訪 、

後山梨県 3週間滞在 予定

。 3月、新型

感染拡大

、

彼 帰国不能 事態 陥 。

日本 留 決心 、今

山梨県北杜市 暮 。

　1977年 初来日以来、彼

何度 日本 訪 、

言語 生活様式 異 土地

暮 必 平坦

。 音

楽活動 、驚 精力的 。移

住 約半年後 2020年9月（

多 中止 追 込

時期!） 、佐渡島 88人

限定 挙行。彼 「85歳

人生 新 章 始 想像

、私 仕事 人

生観全般 、最 活力 満

、最 刺激的 時期 一

」 寄

。翌年 佐渡島

音響彫刻〈Wakarimasen〉

完成。 題名 彼 最初 覚

日本語 、「学 続 、真実 探求

止 」 思 込

。2022年3月

東京 登場、5月 鎌倉

月1回 教室 開始、

7月 ・

史上最高齢（87歳） 出演 果

。

　 日々 暮 綴

投稿 Twitter 。

　　Waking up early

　　Singing Raga

　　Teaching his disciple

　　Practicing

　　Improvising

　　Playing Playing Playing 

　　Trying new ideas

　　Creating music

　　Being a good chef

　　Eating healthy

　　Living his own life

　　Simply

　　Smiling

　　Everyday

（朝早 起 ／ 歌 ／弟子

教 ／練習 ／即興 ／演

奏、演奏、演奏／新

試 ／音楽 創 ／良 料理人

／健康的 食 ／自分 人生

生 ／ ／微笑 ／

毎日）

（ ・ 公式  

@TerryRiley_info 2023年3月19日

）

　素晴 生 方

。 禍 中 偶然訪

日本 住 決 、 自身 生

方 貫 、芸術活動 発展

。 今、日本

住 、間 88歳 誕

生日 迎 、

彼 音楽 、沢山 人 知

思 。水戸芸術館

開催 6月24日、

日本 4度目 誕生日 迎

。
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　朝、目覚 。

　 、

。寝床 、

日常 。

? 、

状態 、 日中 移

変 。

　 、山梨 拠点

・ 、目覚 、

唱 。 、

古典音楽 、 生

基礎、 。1日

心身 調律

。

　 ・ 、〈 I n  C〉

（1964） 知 。世界中

、 。 ・

・ 、 ・

初演 加 。来

年 2024年 （作品生誕）60周年

迎 、 試

。西洋楽器

、中国楽器―大 編鐘

! ― 楽器

、最近 山田

、 電子音

。

　1935年、合衆国 州

生 。多

様 音楽 環境 遠

、10代後半

目指 。 大学

進学 、作曲 関心

。 音楽 手掛 、

弾 、

渡 。西洋音楽 、

非西洋音楽

。合衆国 戻 1963年。

翌年 〈In C〉 生 。

　演奏家 、番号 短

音型 演奏 。最短 半拍、最長

32拍 長 任意 回数

、 53 至 。

、 調―

、倍音列― 音 同時

音楽、 。

音 、

聴 手 包 。 音 雨

、聴 手 細部 耳

音 、酔

。

　 ・ 〈In C〉

。作曲家 。

。1970年代半 。 、

『A Rainbow in Curved 

Air』 聴 、作曲家? 迷

。作曲 、演奏

。

、 。見掛

輸入盤 買 、

村 ・

気 足

、 時期 過 、

＝ 呼称

耳 、 、 膝

、80年代 。

　 ・ 活動 、〈In C〉

何人 、

演奏 隔

。若

日

弾

、〈In C〉 成

功 驚

愕 、

・

演奏 多

。 ・

多重録音 、

。映画音楽 担当 、複

数 、 ・

吹奏 （楽器

失 、以来、吹 、

語 ）。 一緒 演

奏 、

・ ・

『 C h u r c h  o f  

Anthrax』（1971） 、 後

、映画『No Man’s Land』

・

、 、後年 息子

、 ・

。

　1970年代 大 変化 、

古典音楽 声楽家、 ・

・ 出会 、 ・ ・

、 ・

、 演奏

、 。非西洋的

音楽 実践、 言

。 ・ 、 音楽

、 培

西洋音楽 放棄 必要

、 説 。

　 ・ 用 、

演奏 増 、
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楽譜 記

。 書

、手元 程度

。 、即興的 演奏

。 例 、

・ 聴

。〈Persian Surgery 

Der v i shes〉〈Harp of  New 

Albion〉 挙

。昨年、六本木

、〈A Rainbow Curved Air〉

演奏 、

異 。

作品 方向 、種

子 核 生

、音型 音階 保

、演奏 異

。作品 演奏 生 変

。 古典音楽 、 作

曲 練習 、

即興 時間 生

生身 、

。

　 楽曲 、 時

間 要 。 ／

、 。楽

曲 、 。

、 、固定 作品

概念 、 、音楽

、 時間 予

想 。音楽 作

品 。 演奏

、 、数時間

、 。

、音楽 実現 、 日常

日常 日常 異

時空

。

　1970年代 終 、 ・

、

・ 弦楽

四重奏 作品 書

依頼 。 譜

面 書 離

謝絶。 諦

。 、作品 手

。 、 、 演奏

、 何度 。

、 手

作品 ・

作品 、弦楽四重奏曲 多 日

目 。

〈Sunrise of the Planetary Dream 

Collector〉 〈Salome Dances 

f o r  P e a c e〉、〈R e q u i e m  f o r  

Adam〉、規模 大 ―弦楽四重

奏 合唱、 ・

音源 組 ―〈Sun Rings〉

経 、 最近 web会議

立 会 〈This 

Assortment of Atoms〉 。1990年

代 作品 生

。90年代 〈Jade Palace〉

20 0 0年代 〈T he  Pa l m ia n  

Chord Ryddle〉〈At the Royal 

Majestic〉 。

　作曲家 音楽作品

一筋縄 。何

作曲 、作品

作曲家 切 離 、客

体 。 多

。他方、作曲＝演奏行為 、

生 、生

活 、

音楽 、

螺旋状 、生 音楽

。 ・

、 音楽家

。

　種子 、核 。

、 。

種子、核 手 。

育 演奏 場 。

音楽 育 。先

、 演

奏 、 変化

。 違 。１

年前 違 。 10年20

年経 。 生育 可能

性 、 携 作品

、大 。

　 演奏

接 1980年代、

純正律 調律

〈A Harp of New Albion〉 。

、昨年、 演

奏 姿 、

生 音楽

確認

。会場 演奏 演奏 、

・

演奏 「以上」 ― 「以下

」 、「同等 」

― 、演奏行為

、音楽 奏 全体

。 知

、 多 音楽家 、

。

　 ・ 音楽 「

」 、共存 。音

楽 生 。 感

。

　昨年10月 一柳慧 、今年3月

坂本龍一 亡 。

、 、

気 。

滞在 、

感染症

。 ・ 貴重

音楽家 列島 感

染症 、 他方 、容易 会

弊害 生

―複雑 、

。水戸芸術館 演奏

、稀有 音楽家 存

在 、演奏 経験

。
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─生誕88歳を記念するバースデー・

コンサートが水戸芸術館で開催され

ます。

　88。鍵盤 数 同 。 意

味 誕生日 特別 一日 。

客 来 欲

。

、皆 本当

公演 。

良 音楽 創 。

─70年代から日々修行を続けてい

るラーガの重要性とはなんでしょう?

　 古典音楽 、

音楽家 基礎 育

良 感 。旋律 細

音程 含 、音楽家 明

確 聞 取 必要 。他 歌

手 真似 音

楽性 高 、耳

鍛 、 歌

。皆 深 学

、西洋音楽 無 音 色合

、陰影 聞

分 。

私 師匠 ・

・ 、非常

歌 重

置 。他 人

早 歌 箇

所 長 引 伸 歌

、 ・ 微

細 聞 取

。彼 所謂

超絶技巧的 、

古 巨匠 歌

、細部 注意 払

、祈祷 音楽 。

時間 静止 。 同

時 音楽 、 奏 人

表

。私 、 見

類 即興 、私

独自 即興 必要

。私 自分 音

楽 持 込

理由 。

─ここ最近続けている弟子の宮本沙

羅との共演では、彼女は演奏するだけ

でなく、よくダンスもしていますね。

　彼女 私 方 理解

。弟子 彼女 、

私 即興 於 必要 考 明確

事項 幾 教 。演奏

中、彼女 心臓 鼓動 中心

居 、私 外側 漂

自由 演奏

。沙羅 活発 、

上 彫刻

取 動 、観 人

必要以上 踊 目 心 奪

事 、音楽 対 集中

。 彼女

全 即興 。

─様々なスタイルの作曲も魅力的で

すが、自身の即興に重きを置くのはな

ぜでしょう？

　即興 、 「音

楽 」 。私 音

楽家 在 続

。小 頃 「耳」 演奏 事

好 。 、 流

音楽 耳 頑張

。私 、即興

自然 音楽 生 場 。

様々 伝 合 、即興

一番 方法 思

。譜面 書 起

事 即興 可能

。

─来場するお客様へ一言お願いし

ます。

　所謂 、自分特有

何 、周囲 期待 予想

事 囚

。 開 状態 居

。自分 予期 驚

数々 、音楽 演奏 上 一

番面白 要素 。

2023年3月28日 zoom

初出：『intoxicate』vol. 163

（2023年4月）一部加筆

5

テリー・ライリー
88th バースデー・コンサート
2023.6.24（土）17：00
全席指定 一般￥3,000
U-25（25歳以下）￥1,000

■公演情報

聞き手：大西穣

「ピアノの鍵盤の数と同じになるね!」
テリー・ライリー（キーボード、ヴォーカル）インタビュー
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　 賞 3度受賞 、稀

代 活躍

・ 、水戸芸術館

10年 帰 。初 登場

2013年5月 。

J.S. 無伴奏

第2番 〈 〉

・ 第1番

共 、 ・ ・

・

、彼女自 同時代 作曲家

委嘱 小品 織 交

演奏 、満場 聴衆

魅了 。今回 、

盟友 ・

共演 、

・ 金字塔 第9番

〈 〉、 大作曲家

最後 ・

第10番 演奏 。

聴 逃 、直球勝負 一夜

。

◆コロナ禍を経て新たな境地へ

　 ・ 華麗

、 多 方 存知

。名門米 音楽院

・ 門下 ・

師事 、17歳 J.S.

〈 〉 無伴奏

曲 収録

。磨 美音 深 音

楽性 世界中 音楽 衝撃

与 。以来、名門楽団 豊富 共

演 、 ・ CD

、 活動 充実

枚挙 暇 。 彼女

大 影響 被 、 数年世

界 覆 禍 。指揮者

・ ＝ 、

放送交響楽団 、

協

奏曲 収録 2022年 最新

盤『 』 、

、 禍 様々 企画 公演 中

止 、演奏家

喪

失状態 陥

率直 綴

。

　 、

同時期 取得

（長期

休暇） 通 自

人生 見 直 、

一歩踏 出 結

果、苦難 彼女 新

境地 導

。現在 心境

風 書

。

「私は自分が音楽に

背を向けたり、舞台と

いう神聖な場から立ち去るなんて決し

てしたくないことに気付きました。音

楽は私の言葉ですが、私だけのもの

ではありません。それは古来から地球

上にあり、人類を一つに結びつけてく

れるかけがえのないもの。もし音楽が

なかったら、私たちは共同体としての

声を失うも同然です」。

◆ベートーヴェンの傑作二選

　今回演奏 ・

第9番〈 〉 、

「 遺

書」 書 翌年 1803年 作曲

。 手紙 、聴覚 衰

絶望 淵 追 詰

、自 使命―芸術― 成就

世 去

、 不屈 意志 綴

。作品 初版譜 「

、

協奏曲 」 書 、

いただき

稀代の名手が、ベートーヴェンという頂に挑む
文：高巣真樹ヒラリー・ハーン ヴァイオリン・リサイタル

©Dana van Leeuwen Decca



華

麗 火花 散 最高

傑作 一 。第10番

〈 〉 9

年後 1812年 書

。〈 〉 陰

隠 作品

、明 典雅 曲想

中 創造性

溢 自由 筆致

、中期 “傑作 森”

経 、 後期作品群

深遠 世界 到達

予感 。 音楽家

新 沃野 立

言

。

◆ヘフリガー氏から届いたメッセージ

　 今回 、 ・

氏 貴重 水戸

芸術館 届 。

・ 核 様々 楽曲 取

上 CD『PERSPECTIVES』

、 作

曲家 特別 思 入 持

氏。日本語 堪能 、4月

初旬 筆者 届 、「日

本 桜 花 咲 、春

聞 。春 間 合

、6月 訪日 、日本 美

自然 楽 心待

」 日本語 一

文 末尾 添 、以下

英語 寄 。

◎ベートーヴェンの作品への想い

　ベートーヴェンの音楽は、いかなる

時においても現代的で、驚きに満ち、

魅力的です。煉瓦を一つ一つ積み上

げる建築物のようであり、感情の鍛

錬も要します。特に私が気に入ってい

るのは、どんな時もその作品解釈に

新たな可能性が見出せるところです。

演奏の際は、一人の人間として自分の

深層心理に潜って感情を音楽に乗せ

る。その後、それを再び引き剝がす。

そうすると音楽が最も純粋な形で輝

き、理想的な演奏が舞台の上で生き

てくるのです。ベートーヴェンの音楽

にはヴァイオリン·ソナタを含め、全て

にこうした特徴があるのです。

◎ヒラリー·ハーンとの共演について

　ヒラリーとベートーヴェンを演奏で

きるなんて、夢のようです。私たちはお

互いに音楽的直観を信頼し合うことに

決めていて、演奏はその度ごとに変化

します。ヒラリーは並外れた演奏技術

だけでなく、人間性の面でもインスピ

レーションに溢れたすばらしい人です。

◎コロナ禍を経て思うこと

　パンデミックを通じて、私はあらた

めて大事なことを学びました。それは

テノール歌手だった私の父エルンスト·

ヘフリガー（1919～2007）の教えに

も通じるのですが、リマインダーが必

要だったのかもしれません。つまり、

音楽は音楽そのものに奉仕するため

に存在する、ということです。音楽は

ときに、社会が作り上げたものや自我

を満足させるものに取り巻かれている

ことがあります。でもこのコロナ禍に

おいて、私は最も純粋な音楽そのも

のに向き合うことができたのです。

4月10日
（協力： ・ ）

7

ヒラリー・ハーン
ヴァイオリン・リサイタル
2023.6.6（火）19：00
ピアノ：アンドレアス・ヘフリガー
全席指定 A席¥8,000、B席¥7,000、
U-25（25歳以下）¥2,500

●曲目
ベートーヴェン：ヴァイオリン・ソナタ 第9番 
イ長調 作品47 〈クロイツェル〉
ベートーヴェン：ヴァイオリン・ソナタ 第10番 
ト長調 作品96

■公演情報

アンドレアス・ヘフリガー
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　水戸芸術館 「 ・

」 、2021年「Vol.3」

J.S. 影響 与 音楽家

取 上 「 道」、2022年

「Vol.4」 生涯 作品 巡

「 歩 道」 届 。

今年7月、 以降 ・

音楽 道筋 辿 「Vol.7」 開

催 。 、 「

」 向 、 死後

派 時代 位置付

。

バッハは本当に忘れ去られていたのか

　 ・ ・

（1685-1750） 作品 、彼 死後

急速 忘 去 、

《 受難曲》 蘇演

名声 、 話 聞

方 多 。

、 大作曲家 忘

。

　 前提 、18世紀 過去

作品 演奏 習慣

、 時代 生 作曲家

新作 演奏 一般的

。 音楽 傾向 大

変 時代 。

作品 多 音 連

編 込 対位

法 駆使 多声音楽（

） 対 、和

音 支 上 主旋律 動

和声音楽（ ） 主流

。

変化 中 音楽 存

命中 時代遅 人

現 、 生徒

・ ・ 、

複数 声部 錯綜

主声部 聴 取 不自然 人為

的、 旨 痛烈 批判 作

品 向 。

　 死後、作品 演奏機会

減 事実 、決 全

忘 去 。

時期 最 作品 大切

扱 考 都市

。 弟子

宮廷 音楽顧問

王族 指導 、次男 ・

・ ・ （1714-88、以

後C.P.E.） 宮廷 奏者

務 地 、 大王

妹 ・ 姫

音楽 心酔 手稿譜 収集、後

研究 大 役割 果

残 。

　 地 、 大

使 赴任 人物 、

大作曲家 作品 繋 役

割 果 。

・ ・ 男爵

（1733-1803） 。音楽 造詣 深

彼 1770年 7年間

赴任中、前述

作曲 学 、多数 作品 楽譜

持 帰 。 後、

宮廷図書館長兼教育長、

出版検察長官 要職 、 、

、

資金的 、

作品 紹介 （映画「

」 皇帝 2世 宮廷要

職者 一人 登場）。特

収集

楽譜 校訂 演奏 依頼

、 彼 通 多

作品 触 分

。一方、少 若 世代

男爵経由 知

前 、故郷 師 通

影響 受 。

音楽 師

活躍 〈平均律

曲集〉 教材 学

、次男 C.P.E. 著「正

奏法」 作曲 基礎 学

音楽家 。 子

頃 間接的 仕込 音楽

教育 受 。

　

「バッハ」と「ゴシック」

　 音楽 時代遅 批判

前述 著述 中 、

並 「 」 批判

文章 。「 （独：

Gotik）」 語源

大陸 大移動 「 人（独：

Goten）」 、 期

文化人 北方 建築様式

侮蔑的 呼 始

語句。「 建築」 言

・

大聖堂 大聖堂 代表

、尖 飛 梁 特徴

18世紀後半～19世紀初頭のバッハ受容
文：鴻巣俊博「オルガン・レクチャーコンサート Vol.7」にむけて

J.S.バッハ



的 建築 。 古 時代

建築 対 「人工的」

「不自然」 述 、直接的

、 音楽 建築

類似性 仄 批判 。

「自然」 理想 考 方 根

底 、 ＝ ・

啓蒙主義思想 、

作家

批判的 態度 。

　 、 批判 人

物 180度覆 。 人

物 存 ・ ・

（1749-1832）。彼 1772年

『 建築芸術 』 題

論評 、 建築 「崇高 」

「相互 関連 細部 集 調

和 巨大 塊 構成 」特徴

賛美 。 後、 復興

運動 大 、16世紀

建設 止 大聖

堂 建設 1842年 再開、1880年

完成 見 。

　 、現在 建築

発祥 通説

、当時 国々

自国 文化 主張

。 前述 論評 「

建築芸術 、

建築芸術 」 断言 、

芸術 象徴 建築

賛美 。 ・ 派

旗手 、「 音楽

的 的、 的

」 性格 、 時代 代表

的文学者 音楽家 E.T.A.

（

《 物語》 彼 短編

形式 綴 ） 、「

音楽 建築 比較 」

、 「 完璧 芸術

」 主張 、 建築

間 共通点 見出 。

ドイツの国民的芸術家へ

　 復興運動 時 同

、19世紀前半 音楽 世界

再評価 進 。 、

脅威 経験

人々 文化 対抗 自国

伝統 芸術 求 時代

。「歴史」「中世」 憧憬 抱

主義的思想 「18世紀 偉

大 作曲家 」 存在 共鳴 、

評価 不動

1829年3月11日、 指

揮 《 受難曲》 蘇演 。

　 実現

師 、 友人 音

楽家 率 「 ・

」 音楽

団体。彼 楽譜 資料

収集 、 受難曲 歌

復興 中心的役割

担 。《 受難曲》

指揮 下、練習

難曲 公開演奏

至 、弱冠20歳

熱意 凄 、

半 「若気 至 」 勢 公

演 踏 切 。

客席 国王 ・

3世 、 、

後 高名 歴史学者 若 日

、 文化史 中

大 意味 持 日 。

　 音楽学者

「18世紀 音楽史 （中略）

触 書

、19世紀 音楽史

書 不可能 」

述 、 後世

音楽家 与 影響 大

窺 知 。7月2日 「

」 、 音楽

19世紀 作曲家

影響 受 、 新

音楽 創 、椎名雄一郎

紐解 。 楽 ！

●参考文献

小林義武『  伝承 謎 追 』（春秋社・1995年）

椎名雄一郎『 入門 見 聴 触

楽 』（春秋社・2015年）

樋口隆一『 探求』（春秋社・1993年）

樋口隆一『 広 世界』（春秋社・2006年）
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オルガン・
レクチャーコンサート Vol.7
19世紀ドイツのオルガン音楽
～ドイツ的とは?～

2023.7.2（日）19：00
全席指定 A席¥3,000、B席¥2,500、
U-25（25歳以下）¥1,000
コーディネーター：室住素子
講師・演奏：椎名雄一郎

●曲目
モーツァルト：ジーグ ト長調 K.574　
メンデルスゾーン： オルガン・ソナタ 第4番     
変ロ長調 作品65の4 より 第3楽章、第4楽章
シューマン：《ペダル・ピアノのための練習曲集》
作品56 より 第4番 変イ長調
リスト：バッハの主題による前奏曲とフーガ 

S.260
ブラームス：《11 のコラール前奏曲》作品122 より
ほか

■公演情報

メンデルスゾーン（22歳ごろ）

ケルン大聖堂



■編集後記

2023年5月9日発行（第256号）
編集：水戸芸術館音楽部門 ｜ 中村晃、関根哲也、高巣真樹、篠田大基、鴻巣俊博、高木春佳、木村綾花
発行：（公財）水戸市芸術振興財団  〒310-0063 茨城県水戸市五軒町1-6-8  Tel.029-227-8118（音楽部門）
 Tel.029-231-8000（チケット予約センター 9:30～18:00・月曜休館）　https://www.arttowermito.or.jp/  
デザイン：K5 ART DESIGN OFFICE.　　印刷製本：山三印刷株式会社

INFORMATION
※以下は4月28日現在の情報です。公演等に関する最新情報は当館ウェブサイトにてご確認ください。

Lucky FM 茨城放送
「水戸芸術館 presents みんなのクラシック」
毎週日曜 7:30～8:00
パーソナリティ：石井哲也アナウンサー
出演：音楽部門学芸員（月替わり）
学芸員がおすすめの曲をご紹介して、クラシックの魅力
をお届けする番組です。

▼Lucky FM ウェブサイト
https://lucky-ibaraki.com/
▼radiko（ラジコ）でもお聴
きいただけます
https://radiko.jp/

◆ヒラリー・ハーン ヴァイオリン・リサイタル
 6.6（火）19:00
 料金［全席指定］A席¥8,000／B席¥7,000／U-25（25歳以下）¥2,500

◆田中宏明 ピアノ・リサイタル
 6.10（土）17:00
 料金［全席自由］一般¥3,000／U-25（25歳以下）¥2,000（U-25前売り¥1,500）

◆テリー・ライリー 88th バースデー・コンサート
 6.24（土）17:00　料金［全席指定］一般¥3,000／U-25（25歳以下）¥1,000

◆オルガン・レクチャーコンサート Vol.7
 19世紀ドイツのオルガン音楽 ～ドイツ的とは？～
 7.2（日）19:00　 コーディネーター：室住素子　講師・演奏：椎名雄一郎
 料金［全席指定］A席¥3,000／B席¥2,500／U-25（25歳以下）¥1,000

◆中村真由美・中村佳代 ピアノ・デュオ・リサイタル
　 7.9（日）15:00
　 料金［全席自由］一般¥3,000／学生（大学生以下）¥1,500

コンサートホールATM

6・7月の主な音楽イベント

エントランスホール
◆パイプオルガン・プロムナード・コンサート（入場無料／要事前予約）
□6.18（日）16:00～16:45 ☆アフタヌーンスペシャル 
　パヴェル・コホウト＆イヴァ・フラヴァーチュコヴァー（ソプラノ）
□6.25（日）11:00～11:30 森永ナディア真莉子
□7.17（月・祝）12：00～12：30／13：30～14：00 趙三川
□7.30（日）13：00～13：45 ☆夏休みスペシャル 永瀬真紀

◆プロムナード・コンサートEXTRA
 7.8（土）12：00～12：30／13：30～14：00 大柴拓（エレキギター）、小林萌里（ピアノ）

チケット・インフォメーション
《6.24（土）発売分》
■サイトウ・キネン・オーケストラ
 ブラス・アンサンブル
 8.30（水）19:00　会場：水戸市民会館

■中田喜直の“うた”の世界
 9.18（月・祝）14：00　監修・司会：塚田佳男

■庄司紗矢香（ヴァイオリン）＆
 ベンジャミン・グローヴナー（ピアノ）＆モディリアーニ弦楽四重奏団
 9.23（土・祝）15:00

■茅根順子 メゾ・ソプラノ・リサイタル
 11.5（日）14:00

《7.29（土）発売分》
■水戸室内管弦楽団
 第112回定期演奏会
 10.21（土）15:00、22（日）15:00

■カザルス弦楽四重奏団
 11.3（金・祝）15:00

好評
放送中!

◆水戸市民会館開館記念事業 水戸芸術館連携事業
　『ファンファーレ!!』～響き続けた吹奏楽部の物語～
7.13（木）、14（金）18:00～※13日はプレビュー公演
7.15（土）13:00～／18:00～　7.16（日）、17（月・祝）13:00～
［原作］オザワ部長（『吹奏楽部バンザイ!! コロナに負けない』ポプラ社刊）
［脚本］井上桂　［演出］深作健太
［出演］荻沼栄音、黒河内りく、田代明、桜井
木穂、鈴木咲人心、辻本みず希・富岡晃一郎
［演奏出演］水戸女子高等学校吹奏楽部、
聖徳大学附属取手聖徳女子高等学校吹奏楽部
※料金など、詳しくはHP（ACM劇場）をご覧ください。

ACM劇場
演劇・美術のイチオシ企画 !

◆市民会館開館記念事業 アートセンターをひらく 2023－地域をあそぶ
7.22（土）～10.9（月・祝）
［休館日］月曜日（祝日の場合は翌火曜日）
［開場時間］10:00～18:00（入場は17:30まで）
※水戸市民会館・京成百貨店と連携。各施設の開
館時間に準じる。
［入場料］一般¥900／団体（20名以上）
¥700 ※大学生以下／70歳以上、障害者手帳な
どをお持ちの方と付き添いの方１名は無料

現代美術ギャラリー

はじめまして。３月から音楽部門スタッフの一員となりました。新しい出会いと、音楽の宝庫に囲ま
れてお仕事ができることに感謝しつつ、笑顔で頑張りたいと思います！よろしくお願いいたしま
す。（綾）　

劇団四季「ライオンキング」と新国立劇場「アイーダ」を観ました（偶然どちらもアフリカもの）。作
品の偉大さはもとより、1つの舞台に関わる人々の力を強く感じる公演で、胸が熱くなりました。音
楽や舞台に浸る時間、やはり必要です。（鴻）

ヴェルヴェット・アンダーグラウンドのリーダーだったルー・リードの「史上最低のアルバム」とけ
なされた『Metal Machine Music』。あれはミニマル・ミュージックだったと思います。変化なく
延々と続く、あの長さが重要。（篠）

ムツゴロウさんが亡くなった。犬を飼い始め、著書を読み漁り、その巨大な知性と愛情の深さに崇
拝の念を抱いていた。特に「動物交際術」は読むたび胸が熱くなる。ムツさんなら警戒心の強いう
ちの犬もイチコロだっただろうな。合掌。（て）

念願の、ビール片手に花見！出来ました。春もあっという間に過ぎて、お待ちかねの夏！冬服で隠
していた脂肪たちを燃焼すべく、日々ストレッチ頑張っています！そして、新しく仲間に加わった
（綾）さん、これからよろしくお願いします！ (春）

先日亡くなられた坂本龍一さんと、生物学者の福岡伸一さんによる対話の記録『音楽と生命』が刊
行された。広く、深く、多方面に造詣の深いお二人が、いまどんな言葉を交わされたのか。じっくり
読みたいと思います。（樹）　　　　

戦後のわが国の音楽創作と音楽批評を紙の媒体で支えてきた『音楽芸術』が休刊となったのが
1998年。その欠落の大きな部分をも『レコード芸術』は埋めてくれていたように思う。その貴重な
雑誌が70年の歴史に幕を閉じようとしている。(中)

【対象】茨城県にゆかりのある演奏家や県内を中心に活動している演奏団体
【申込期間】5.9（火）～6.9（金）
※応募資格や応募方法などは当館Webサイトをご確認ください。

茨城の演奏家による演奏会企画
令和6年度に開催する演奏会企画を募集いたします。

ゲーテは1811年産
アイルファーというワインを愛し、

詩にも登場、その詩に
メンデルスゾーンが曲を
付けているらしいよ。

曽谷朝絵《鳴る色》2021. 新山口駅北口
Photo: Satoru EMOTO, SARUTO Inc.


